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2005 年  11 月  12 日  

熊野の旅 古道に冬の気配 
 南紀・熊野は緯度だけではなく目の前を流れる黒潮のおかげで、海岸線では冬もあ

まり気温が下がりません。 
 それでも、ここに住んでいると冬は結構寒く感じるようです。 
 私はストーブもたかずに居ますが、ほとんどの家庭ではストーブに火が入るようで

す。 
 この熊野に冬の訪れを告げるものは「さんま」です。よそでは秋の訪れを告げる魚

で「秋刀魚」と書かれるのですが、夏に北海道で取れ始めた秋刀魚が、三陸・銚子沖・

静岡沖と南下し、ここまでたどり着くのは 11 月から 12 月になります。 
 北のほうではあんなに脂の乗っていた秋刀魚もここに来る時期には脂のない痩せ

た物に化けます。 
 よく、熊野まで南下すると脂が落ちて・・・といわれますが、これにはいささか異

論があります。 
 脂が落ちることも痩せる事も不思議ではないのですが、この辺に秋刀魚は基本的に

丈まで短いのがおおいのです。生物が生長して全長・身長が極端にみじかくなること

はありえません。明らかに銚子沖のものが痩せ衰えて来るのではないですね。明らか

に別の群れですね。 

 
 冬が近づいて、秋刀魚の水揚げがあるようになると、あちこちで「秋刀魚の暖簾」

がぶら下がりだします。 
以前は木本町の前の七里御浜に杭を打ち、竹ざおを渡したものにいっぱいかけていた

ものです。しかし、近年は人工乾燥が増えたので浜に干す魚屋さんはあまり居なくな

りました。 
 冬になると、山間部のとんびも海岸線に出てきますから、干してある秋刀魚の被害

も大変なものです。漁に使った古い魚網を張り巡らせています。 
 この魚屋さんは、作業場のそばの駐車場に立体的な干し場を作って干しています。 



 人工乾燥のほうが仕上がりはきれいなのですが、味のほうはやはり天日に干さない

と出ません。魚屋さんも途中まで人工乾燥で仕上げを天日にしているところが結構あ

ります。 
 秋刀魚が獲れすぎて投売りになると、一般家庭の軒先にも秋刀魚の暖簾がかかって

いるときがあります。 

 
 カメラは フジ GS６４５            by je2luz | 2005-11-12 11:34 

 

 

 

 

2005 年  11 月  14 日  

熊野の旅 新・熊野市 
 新・熊野市が誕生して半月、新市長も誕生しました。 

 
 新がついても人口は千人余り増えただけ・・・老齢化はさらに進行しました。 
 本当なら「日本の夜明けだ」ではないですが「熊野の夜明けだ」と言うべき時期で

すが、少し肌寒い夜明けです。 
 冬の海は穏やかです。まるで湖のような日もあります。北風が強い日は風波が立っ

て海が白くなりますが波打ち際ではさほどの波になりません。 
 日本海では北風によって海が岸に向かって吹き寄せられます。しかし、ここでは北

風によって海は陸から引き離されることになります。だから、沖が真っ白になるほど

でも岸辺の波の大きさは大したこと無いのです。 
 この穏やかさは春まで続きます。 
 「ひねもすのたり のたりかな」・・・そのとおり、太平洋は居眠り状態です。 



 水温は黒潮のおかげで余り下がりません。この水はここに居るのではなくどんどん

流れているのです。 
岸辺ではさほどでもないですが、沖に出ると自転車より早く流れています。南方で

温められた海水がこの速さでくるので冷め切っていないのです。 
 これからの真冬になって、朝の気温が落ちると、海の表面からお風呂のお湯のよう

に湯気が立ち上ります。 
by je2luz | 2005-11-14 12:34 

 

 

 

 

2005 年  11 月  15 日  

熊野の旅 古道歩きも退屈だったのでは・・・ 
熊野古道・伊勢道・御浜街道・・・ 

 

 これが全景です。 
 浜街道の東？北？の端、木本の浜から新宮・速玉さんの方向を眺めたところです。 
 昔の人も、険しい山越えでちらりちらりと光る海を遠望しながら来てやっと海辺の

道に出られるので、最初はこの光景に感動を覚えたでしょう。これは現代の人も同じ

です。 
 現代の古道歩きの人はこの浜歩きも体験の一部としてなので楽しいものです。しか

し、この区間は実質 4 里余りです。半日の間眺める風景は余り変わりません。歩きよ

いが単調な区間です。まあ、たかが半日の行程なので骨休みでしょうかね。 



 
 最近の古道歩きの人を見ていると、この七里御浜でくつろぐ人が少ないですね。 
 竹の杖を突いて、小さなザックをしょって、カーデガンを腰に巻いて、必死の形相

で歩いている人が多いです。 
 時間が無いんでしょうかね。 
 古道歩きは何箇所見たと言うものじゃないと思うのですが… 
 悠久の時の中に取り残されたようなものに触れる旅だと思うのですが… 
 この浜で、この景色をのんびりと眺め、はるかにかすむ紀伊山地にある熊野三山と

さらに向こうの高野に思いをはせるだけで、古人の熊野への憧れの一端に触れられる

のではないでしょうか・・・ カメラは フジ GS６４５  by je2luz | 2005-11-15 11:23 | 

 

 

 

 

2005 年  11 月  16 日  

熊野の旅 花の窟・・・墓所 
 花の窟は「イザナミ」のお墓です。 
 古代信仰の対象は神話と渾然としていて「死んで○○になった」などと大きな岩だ

とかその化身を拝むことも多いのですが、この日本最古の神社と言われる花の窟も今

ではこのこんもりした岩山を拝んでいるようです。 

 
 ここははっきりと「墓所」と認識されていますが、不思議なことに普通なら遺体は

この大きな岩の根元に葬るはずですが、伝説ではこの岩山の中腹のほこらに葬ったと

か… 
とても穴のほれる代物ではありません。砂岩のような石英粗面岩が風化して無数の



穴は開いていますが大きな岩そのものなのです。ひょっとして古代には風葬・鳥葬が

行われていたのでは？？？ 

 
 前の浜から見た花の窟の全景です。今は足元を国道が走り、防波堤が海からのアク

セスを遮断しています。昔はこの大きな防波堤も無く、松原が残されていて、浜から

そのまま神域に通じていたものでしょう。おそらく神域は海に通じていたのでしょう

ね。 
 漁師の方に聞くところでは、このすぐ前の海には四角い大きな石があるそうです。

この辺の砂岩の崩れたものではありえない形らしいです。この場所を『台はな』と言

うそうです。 
 日本最古の神社で「火の神」の母親を祭った神社にしては本殿も拝殿も無いところ

です。しかし、墓所であればそれで良いでしょう。 
 古代人が官幣大社のような仰々しい神社を建てて拝む訳が無いからです。 
 古道に便乗して変な施設が作られないことを祈ります。 by je2luz | 2005-11-16 12: 

 

 

 

 

2005 年  11 月  17 日  

熊野の旅 千年も余って外敵なし 
 神々が守っているわけではないでしょうが、ここ熊野の浜は平和な浜です。 
 坂上田村麻呂が攻めてきて以来、ここには外敵が攻めてきません。 
 太平洋戦争末期には有馬松原の松を『松根油』をとるために学生が動員され切り倒

し根っこを掘ったそうです。そして、在郷軍人を中心に『本土決戦』に備えて塹壕を

掘ったそうです。掘っても掘ってもすぐに崩れる砂利なので塹壕の体をなさなかった

とも言われています。 
 終戦の日までアメリカ軍は新宮のパルプ工場に艦砲射撃を加えるために近づいて

きただけで、ほかのところは見抜きもしませんでした。 
 日本軍も米軍はここには来ないのを見越して防衛線は張っていませんでした。 
 上陸用舟艇にとっては荒れていなければ最高の場所なのですが、こんなところに上

陸しようものなら、その先が大変です。今でこそ道ができていますがその当時にはま

ともな道路もありません。鉄路だけは木本まで来ていましたが、まさか上陸してすぐ

に列車を使う訳には行きませんからね。 
 今でも、大きな船は潮岬を回ると大王崎沖向けか伊豆半島沖に向かうので遥か沖合

いを進みます。大きな船が近づくのは写真のような作業船か熊野大花火大会を見物に

来る客船『ASUKA』とかだけですね。 
 のどかですが、いかに昔の都からも今の都からも遠いかと言うことを示しているわ

けです。 



 
by je2luz | 2005-11-17 12:22 

 

 

 

 

2005 年  11 月  18 日  

熊野の旅 古道歩きタブーの季節 
 大変なタイトルですが、これはくまの古道に始まったことではなく、北海道を除く

全国土尾でも同じこと間のですが、『花粉症』の人にとっては、春先の行楽シーズン

は地獄ですね。 
 東京のど真ん中でも丹沢・奥多摩から飛んでくる花粉で苦しんでいるようですから

ね。 
 熊野古道は杉・桧の林の中を縫ってゆきます。つまり、アレルギー原因物質生産工

場の中に入るようなものです。テレビの画面で見るように風が吹くと谷間が白っぽく

なる時さえあります。ここまで高濃度になれば反応し続かないのではないかと思うく

らいです。 
 スギ花粉は植林の始まった江戸時代から飛び回っていたし、近年まではもっと杉の

木などは身近にあったものです。こんなに花粉症が増えたのは日本人の体質が変わっ



たのだそうです。一説にはお腹に回虫が居なくなったせいだとも言われています。 
 花粉症の方は言われなくても春先には行楽に出かけないでしょう。 
 少しでも可能性のある方はゴーグルとかマスクとかの準備をしてきてください。ま

さに全行程杉林の中ですからね。 
 来年 2006 年は少し少ないと関東地方の予報が出るようですが…3・4 二ヶ月くら

いでしょうかね。 

 

カメラは イコフレックス 2a・テッサー75ｍｍ   by je2luz | 2005-11-18 11:43  

 

 

 

 

2005 年  11 月  19 日  

熊野の旅 古道歩きの駐車場 1 
 熊野古道を歩きにくる方や見物に来る方で、自家用車で来られる方も多くあります。

歩きに来るのに車で来ると非常に不都合な面もあります。普通の観光地は大体一回り

して元に戻るように考えられています。ところが『熊野古道』と言うものは街道です

からどんどん先に進むものです。車を降りて歩き出せばどんどん車から遠くなるだけ

です。古道として残されているのは里道ではなく改造されないまま残された山越えば

かりです。道路に再び合流するところは山の反対側です。車に戻るには国道を歩くか



もう一度山を越えるか・・・と言うことです。 
 残念ながらこんな過疎地の田舎道では路線バスは在っても一日数本で役に立ちま

せん。誰か一人途中で引き返して車を出口に回送するのがベストでしょうね。 
 「松本峠」のように町に隣接しているところではタクシーを呼ぶことも可能ですが、

離れていると大変です。携帯電話とて使える保障はありません。 
 熊野古道の歩ける部分の入り口には駐車場と言うほどのものではないですがスペ

－スは確保されています。ただし、ほんの数台程度です。よほどのことが無い限り車

がとまっていることは無いとは思いますが・・・ 
 熊野市内のポピュラーな二箇所について上げておきます。 
 『松本峠』・・・木本側＝車が入れる中腹に 4 台くらい・・回転場もかねているの

で一杯にすると迷惑でしょうね。ここには公衆便所が用意されています。 
         大泊側＝上り口のそばの国道沿いに三箇所用意されています。そ

のうち鬼ヶ城よりの一箇所は公衆便所もあります。 
 『大吹峠』・・・大泊側＝正規の駐車スペースは無し、道路が廃道なので民家の車

の邪魔にならなければ駐車可能でしょう。 
        波田須側＝国道改修の際にできたスペースに駐車可能ですが、なま

じ変な公園風のものを作ったのでスペースも狭く、道路から見えなくなっているのが

難点です。今時、山賊は出ないとは思いますがね、 
 松本峠を越えられて元に戻るためには国道のトンネルには戻らないでください。歩

行者禁止ですし、結構車も多くて危険です。歩くには以前にも書いた旧国道の『木本

隋道』を抜けてください。中は濾水を防ぐのに改修されていますが。入り口は昭和初

期のレンガ張りの情緒のあるものです。 

  
   by je2luz | 2005-11-19 11:41 | 熊野  



2005 年  11 月  20 日  

熊野の旅 古道歩きの駐車場 2 
 前回は古道本体の駐車場でしたが、今回は古道に付随するところの駐車場事情を取

り上げます。 
 古道の周辺には熊野三山信仰とは直接関係は無くとも、日本の古代信仰に通ずる場

所があります。熊野市に来て古道を歩くなら古道より古いものに触れることも大切か

と思います。すべてが狭い範囲に収まっています。歩いても一日行程、車だと半日で

回れるでしょう。 
 花の窟＝境内のまん前のボランティアで運営している茶店の脇に熊野市が整備し

つつある駐車場があり、20 台くらいは停められます。ただし、春秋のお綱掛け神事

の時は停められません。 
 産田神社＝きちんとした駐車場はありませんが境内の前が広くなっていて、十台く

らいは停められますが、地元の車が停まっているので通常は数台程度でしょうか。 

 
 大馬神社＝境内の前に駐車場が用意されています。二十台くらいのものですが行事

でもない限り、人里離れた神社で参拝者も少ないのでいつも空っぽです。道中の道が

狭いので都会の方は気をつけてください。 
 木本神社＝特に駐車場はありません。鳥居の前の道路が広くなっているので数台は

停められるでしょう。少し先に行けば堤防のそばなど適当なところに停めても大丈夫

です。ただし、トラックが通れるだけは残してください。その先に木本漁港がありま

す。 
 徐福の宮＝ここは離れた波田須町になりますが、国道 311 号線から海に向かって

急斜面を下ったところに祠があります。下にも市道はありますが、狭いです。国道

311 号線にある「徐福の宮」の標識のところには車が数台停められますから、そこに

停めてきれいな海を見ながら急坂を歩くのが良いでしょう。秦の国から熊野の地に不



老長寿の薬『天台烏薬』（てんだいうやく）を探しに来た徐福の苦労に比べれば大し

たことありません。 
                     by je2luz | 2005-11-20 11:30 

 

 

 

 

2005 年  11 月  21 日  

熊野の旅 古道歩きの駐車場 3 
 車で古道に来られる方の中には、ワゴン車などでの野宿組も居られるようです。 
 野宿をされる場合、最低限ほしいのはトイレと水だと思います。水はポリタンクで

でもしのげますがトイレは矢張り困ると思います。 
 まず、駐車スペース・トイレ・水が確保される場所としては『道の駅』があげられ

ます。ここは、キャンプは別として二十四時間オープンのトイレがあり水もあります。

車の出入りもあるので比較的治安は良い方でしょう。合併で原則が崩れてしまいまし

たが基本的には一自治体一箇所が認可をもらった施設です。経営形態は自治体直営と

第三セクターがほとんどなので売店の営業時間が短いものが多いですね。 
 この近くでは熊野市・『熊野きのくに』、御浜町『パーク七里御浜』、紀宝町『うみ

がめ公園』と三箇所あります。 
 『熊野きのくに』は国道４２号線尾鷲と熊野の中間点の山間部にあります。ここは

民営の道の駅なので営業時間が長く、夜１０時まで売店も開いています。コンビにも

併設されていますから、食糧確保には最適でしょう。ただ、冬場の夜はいささか寒い

ところです。ここが紀伊半島か…と思うほどの寒さです。 
しかし、紀伊半島も大台ケ原や大峰山、高野山と寒いところが一杯なのです。山が

重なっているので海岸線以外は異常に寒いのです。その分、夏場はクーラーも要りま

せん。快適に眠れるでしょう。 
 『パーク七里御浜』は御浜町の海岸沿いにあり駐車スペースは広いですが、第三セ

クターのため売店などは午後５時に閉店します。併設のスーパーは夜まで開いていま

す。 
 『うみがめ公園』は紀宝町の海岸で海がめが産卵に来ることからこの名前がついて

います。保護した海がめが飼育されています。ここも公営なので閉店は早いです。併

設のお店が無いので少し出かけないといけないでしょうね。 
 そのほかには、鬼ヶ城入り口の市営トイレとパーキングでも野宿ができます。ここ

も、国道の傍なので安心でしょうね。鬼ヶ城に入ってゆくと、鬼ヶ城の駐車場と県営

の公衆トイレがあります。ここは国道から離れているので静かですが、その分若干不

安感もあるかと思います。犯罪が起きたという話は聞きませんが… 
 田舎ですから、いたるところに停めて寝ることは可能でしょうが、なるべくきちん

としたところで野宿してください。マムシや熊やいのししに出会うことはまれでしょ

うが… 



 
カメラはバルダ・バルディックス 

by je2luz | 2005-11-21  


